
ページ 

● 新しい笠松町に向けて動き始めました  …………２
● 第５回笠松町議会臨時会開会  ……………………３
● 国民健康保険税の税率改正のお知らせ  …………４
● 情報ＢＯＸ  ……………………………………６～１１

広報

����
������� ��



2

　

笠
松
町
は
、
今
回
の
住
民
投
票
の

結
果
を
受
け
、
時
代
の
流
れ
を
注
視

し
つ
つ
単
独
で
の
行
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
新
た
な
行
政
課
題
や
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
は
、
現
在
の
ま
ま
の
行
財
政
運

営
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
行
財
政
改
革
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
、
新
し
い
推
進

体
制
の
も
と
、
効
果
的
で
効
率
的
な

町
政
の
実
現
に
向
け
て
、
全
事
務
事

業
を
原
点
に
立
ち
戻
り
、
抜
本
的
な

見
直
し
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
行
財
政
改
革
推
進

プ
ラ
ン
と
し
て
今
年
度
中
の
策
定
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
策
定
に

至
る
ま
で
に
は
住
民
説
明
会
な
ど
で

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
伺
い

す
る
予
定
で
す
。

　

行
財
政
改
革
推
進
体
制
お
よ
び
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

町
で
は
、
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ

ン
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
広
く
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。
広
報
か
さ
ま
つ
と
と
も
に

お
届
け
し
ま
し
た
「
行
財
政
改
革
へ

の
意
見
書
」
に
ご
意
見
を
記
入
の
う

え
、
お
近
く
の
公
共
施
設
の
「
行
財

政
改
革
意
見
箱
」
に
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
も
随
時
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。

意
見
箱
設
置
場
所　

役
場
・
南
事
務

所
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公

民
館
・
松
枝
公
民
館
・
総
合
会
館
・

福
祉
会
館
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
８
７
・
５
８
１
６

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
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皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　
　
　
　
　

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

諮問 

答申 

条例・予算 

連携 
（協議） 

行財政改革推進プラン案 

行財政改革推進プラン 
 

行財政改革推進本部 
・全事務事業の再検討 
・行財政改革推進プラン案の検証 
（町長を本部長に町長の指名する職員７人で構成） 

町　　長 行財政改革推進委員会 
・効率的な町政の実現を推進 
・町長からの諮問への答申 
      （有識者　15人） 

行財政改革推進対策室 
・行財政改革推進プランの作成・進行管理 
・行財政改革推進委員会の庶務 
・職員プロジェクトの庶務 
　（職員６人うち併任１人） 

新行財政システム構築プロジェクト 
・全事務事業の再検討 
・既成概念にとらわれない斬新な発想 
       （併任辞令職員　12人） 

行財政改革推進体制 

財政改革 
特別委員会 
（議員全員） 

町　議　会 

情報提供等 

平成17年度～実施 平成16年度実施 平成18年度～実施 

行財政改革推進委員会の答申 

条例案提案 

新年度予算案提案 議　会　提　出 

・即効的なものは、随時実施 
 
・条例改正が伴うものは、９ 
　月または12月定例会におい 
　て審議 
 
・実施する際には、議会との 
　協議 

行財政改革推進スケジュール 

７月 

12月 

３月 

平成17年度 
　　以降 笠松町行財政改革推進プランに基づく進行管理および見直し  

行財政改革推進本部および新行財政システム構築プロジェクトでの全事務事業の再検討 

行財政改革推進委員会の審議、調査 

笠松町行財政改革推進プランの作成 

シリーズ行財政改革①
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第
五
回

笠
松
町
議
会
臨
時
会
開
会

　

平
成
十
六
年
第
五
回
笠
松
町
議
会

臨
時
会
が
七
月
十
四
日
開
催
さ
れ
、

次
の
案
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

▽
笠
松
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
　

行
財
政
改
革
推
進
体
制
の
強
化

の
た
め
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会

を
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
に
改

め
る
も
の
。

▽
平
成
十
六
年
度
笠
松
町
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
　

右
の
条
例
に
伴
う
委
員
報
酬
そ

の
他
所
要
の
経
費
総
額
百
十
九
万

三
千
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

寝たきりのかたを訪問
町赤十字奉仕団

　

町
赤
十
字
奉
仕
団
の
皆

さ
ん
が
七
月
六
日
、
在
宅

の
寝
た
き
り
の
か
た（
七
十

歳
以
上
）二
十
七
人
を
訪
問

し
、「
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
」
の
願
い
を
込
め
て
、

ガ
ー
ゼ
の
バ
ス
タ
オ
ル
を

贈
り
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
年
寄
り
た
ち
は
、
訪

問
に
感
謝
さ
れ
、
奉
仕
団

の
皆
さ
ん
と
和
や
か
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し

た
。

岐
阜
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

後
藤　

稔
さ
ん　
　

杉
原　

貴
子
さ
ん　

　

六
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

岐
阜
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
総
会

に
お
い
て
、
後
藤
稔
さ
ん
（
北
及
）、

杉
原
貴
子
さ
ん
（
中
野
）
が
岐
阜
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
基
本
的
人
権
に
関
す
る
心
配
ご

と
や
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
親
身
に

な
っ
て
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
に

努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

岐
阜
地
域
公
衆
衛
生
協
議
会
長
表
彰

小
島　

洋
二
さ
ん　

　

医
師
の
小
島
洋
二
さ
ん
（
門
間
）

が
、
平
成
十
六
年
度
岐
阜
地
域
公
衆

衛
生
協
議
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

小
島
さ
ん
は
、
平
成
五
年
か
ら
町

の
健
診
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
住

民
の
公
衆
衛
生
の
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

故
辻　

良
雄
さ
ん
に

従
六
位
瑞
宝
双
光
章
授
与

　

去
る
五
月
九
日
に
永
眠
さ
れ
た
元

昭
和
税
務
署
特
別
国
税
調
査
官
辻
良

雄
氏
（
長
池
）
が
五
月
九
日
、
従
六

位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
、
七
月
六

日
、
岐
阜
南
税
務
署
長
よ
り
ご
家
族

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

辻
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年
四
月
名

古
屋
国
税
局
に
入
局
さ
れ
て
以
来
、

平
成
七
年
六
月
三
十
日
に
退
局
さ
れ

る
ま
で
、
長
年
に
わ
た
り
納
税
義
務

者
へ
の
調
査
・
指
導
お
よ
び
相
談
を

は
じ
め
東
海
四
県
で
健
全
な
税
務
行

政
の
執
行
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
多
年
に
わ
た
る
功
績
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま

し
た
。

　

七
月
五
日
と
十
二
日

の
二
回
、
聖
徳
自
動
車

学
園
で
シ
ル
バ
ー
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
笠
松
町
高

齢
者
交
通
安
全
大
学
校

の
科
目
の
一
つ
で
、
運

転
免
許
を
取
得
し
て
い

る
同
校
学
生
が
コ
ー
ス

を
使
い
、
実
技
指
導
な

ど
に
よ
り
、
最
近
増
え

て
い
る
高
齢
運
転
者
に

よ
る
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
各
回
二
十
人
ず
つ
が
受

講
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
で
は
、
運
転
前
点
検
の
仕
方

や
、
実
際
に
車
を
運
転
し
ハ
ン
ド
ル

操
作
の
確
認
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
技
指
導
後
に
は
学
園
長
よ
り

「
道
路
環
境
や
車
の
性
能
が
向
上
し

て
い
る
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
質
の
向
上
で
す
」
と

の
言
葉
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
に

修
了
証
と
成
績
表
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
長

所
と
短
所
を
確
認
さ
れ
、
ベ
テ
ラ
ン

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ

バ
ー
に
な
る
よ
う
意
識
を
新
た
に
さ

れ
ま
し
た
。

ベストドライバーを目指して
シルバードライビングスクールを開催

　

ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
て

川
本　

清
彦　

　

自
動
車
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
随

分
経
ち
、
こ
の
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し

て
、
懐
か
し
さ
と
と
も
に
、
昔
、
学

ん
だ
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
急
ブ

レ
ー
キ
操
作
で
す
。
前
の
車
の
ブ

レ
ー
キ
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
た
の
を
確

認
し
て
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
の
で
す

が
、
普
段
思
い
切
り
ブ
レ
ー
キ
を
踏

み
込
ん
だ
こ
と
な
ど
な
い
た
め
、
ど

う
し
て
も
踏
み
込
み
が
甘
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
普
段
、

道
路
上
で
は
で
き
な
い
体
験
や
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
し
め
方
な
ど
の
基
本
を

再
確
認
で
き
る
講
習
を
年
齢
に
応
じ

て
受
講
す
れ
ば
、
交
通
事
故
防
止
に

繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
こ
の
ス
ク
ー
ル
で
体
験
し
た

こ
と
を
忘
れ
ず
、
初
心
に
戻
っ
て
安

全
運
転
に
心
掛
け
ま
す
。

▲指導員から運転する前の準備や
点検について話を聞く学生たち
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国民健康保険

　国民健康保険の健全運営と、応能分（所得割・資産割）と応益分（均等割・平等割）の賦課割合

の平準化を図るため、本年度において、次のとおり税率の改定をしましたのでお知らせします。

　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

※なお、今回の税率改定および平成１６年度の町県民税の決定に基づき、本年度の保険税を算定し、国民健康保険税
納税通知書を８月中旬に送付します。

保険税率の改定内容

改　定　後改　定　前
医 療 給 付 費 分
（加入者全員が対象）

５�４／１００４�７２／１００基準総所得金額に乗ずる率所 得 割 額

７９／１００９９／１００固定資産税額に乗ずる率資 産 割 額

２３�０００円２０�０００円１人につき均 等 割 額

２７�０００円２２�０００円１世帯につき平 等 割 額

据え置き５３０�０００円��課 税 限 度 額

改　定　後改　定　前
介 護 納 付 金 分

（加入者のうち、年齢４０歳から６４歳までの人が対象）

１�６８／１００１�３／１００基準総所得金額に乗ずる率所 得 割 額

１２�８００円１０�８００円１人につき均 等 割 額

据え置き８０�０００円課 税 限 度 額

　

義
務
教
育
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を

養
育
さ
れ
て
い
る
か
た
に
支
給
さ
れ

て
い
る
児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
、

今
年
４
月
１
日
か
ら
次
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

●
小
学
校
１
年
生
の
児
童
の
保
護
者

　

※
今
年
３
月
分
ま
で
児
童
手
当
を

笠
松
町
で
受
給
さ
れ
て
い
た
保

護
者
の
か
た
は
、
４
月
以
降
も

引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

※
今
年
３
月
分
ま
で
児
童
手
当
を

笠
松
町
で
受
給
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
保
護
者
の
か
た
は
、
申

請
（
認
定
請
求
書
）
が
必
要
で

す
。

●
小
学
校
２
・
３
年
生
の
児
童
の
保

護
者

　

※
現
在
、
小
学
校
１
年
生
以
下
の

児
童
で
児
童
手
当
が
受
給
さ
れ

て
い
る
保
護
者
の
か
た
は
、
申

請
（
額
改
定
認
定
請
求
書
）
が

必
要
で
す
。

　

※
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
な
い
保
護
者
の
か
た
は
、

申
請
（
認
定
請
求
書
）
が
必
要

で
す
。

★
今
年
９
月　

日
ま
で
に
申
請
さ
れ

３０

た
場
合
、
今
年
４
月
分
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
、
児

童
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

★
公
務
員
の
か
た
は
、
勤
務
先
で
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
先
】福
祉
健
康
課
児
童
係　

�

３
８
８
・
７
１
７
１

児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が

小
学
校
３
年
生
ま
で
に
な
り
ま
し
た

改正後改正前

小学校第３学年終了前
（９歳到達の最初の年度末）

※平成７年４月２日以降に生まれ
た児童

義務教育就学前
（６歳到達の最初の年度末）

※平成１０年４月２日以降に生まれ
た児童

対象年齢

第１子、２子　 ５,０００円
第３子以降　　１０,０００円

手当月額

２月・６月・１０月（定時払い）
※なお、制度改正による手当は申
請受付状況により随時払いとな
ります。

２月・６月・１０月（定時払い）支払時期
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７月４日（日）
総合会館

（敬称略）
�一般男子の部Ａ　　　  
　優　勝　長久保　洋
　準優勝　伏屋　健二
　３　位　遠藤　智規
　　〃　　板橋　　宏
�一般男子の部Ｂ
　優　勝　山崎　　威
　準優勝　宇野　晃平
　３　位　北口　隼人
　　〃　　近藤　拓也
�一般女子の部
　優　勝　坂下　有美
　準優勝　勅使川原久貴子
　３　位　山下　麿布
　　〃　　長谷川知加
�中学生男子の部
　優　勝　坂下　大昌
　準優勝　小崎　　卓
　３　位　伊藤政比古
　　〃　　広瀬　宗則
�中学生女子の部
　優　勝　尾関　菜奈
　準優勝　杉浦亜瑞沙
　３　位　高島　衣里
　　〃　　田島穂奈美
�小学生の部
　優　勝　森　　吉弘
　準優勝　板橋　香奈
　３　位　森　　美幸
　　〃　　杉浦侑弥香
�混合ダブルスの部
　優　勝　桜谷道夫・加藤信男組
　準優勝　小川秀彰・杉山真由美組
　３　位　山崎　威・尾関菜奈組
　　〃　　杉浦信吾・小島綾奈組
�ラージボールの部Ａ
　優　勝　桜谷　道夫
　準優勝　川本　章代
　３　位　広瀬　喜義
　　〃　　岡田　久子
�ラージボールの部Ｂ
　優　勝　尾関　秀政
　準優勝　杉山　幸男

町民卓球大会
　３　位　杉山真由美
　　〃　　青木　郁恵
�親子ダブルスの部
　優　勝　杉浦　典子・侑弥香組
　準優勝　森　光子・吉弘組
　３　位　森　光子・美幸組
　　〃　　浅野　千春・花菜組

６月２０日（日）
町民体育館
�混成の部
　優　勝　南栄町
�女子の部
　優　勝　北及第一
　準優勝　笠松刑務所Ａ
　３　位　南栄町

町民ソフトバレーボール大会

６月１９日（土）
米野ゲートボール場
優　勝　円城寺Ａ
準優勝　円城寺Ｂ
３　位　円城寺Ｃ　

７月２日　　　　　　　  （敬称略）
福祉会館
囲碁の部
�Ａ級の部
　優　勝　木本登喜夫（門間）
　準優勝　稲本　正道（田代）
　３　位　田島　照夫（江川）
�Ｂ級の部
　優　勝　岩崎　敏巳（柳原町）
　準優勝　尾藤富士雄（美笠通）
　３　位　田中　信夫（門間）
�Ｃ級の部
　優　勝　足立　吉成（清住町）
　準優勝　市岡　辰夫（門間）
　３　位　伊神　孝夫（大池町）

将棋の部
�Ａ級の部
　優　勝　伊藤　数彦（西町）
　準優勝　丹下　嘉治（朝日町）
　３　位　安藤　憲宏（円城寺）
�Ｂ級の部
　優　勝　伊藤　勝利（柳原町）
　準優勝　小見山義孝（上新町）
　３　位　馬場　栄一（西町）

町民ゲートボール大会

町・町老人クラブ連合会
囲碁・将棋大会

頑張れ 田島姉妹
全国中学生テニス選手権大会に出場

　８月２２日から２５日まで香川県高
松市で開催される、全国中学生テ
ニス選手権大会に当町から、田島
亜也奈さん（笠中３年）と杏奈さ
ん（笠中２年）が姉妹でペアを組
むダブルスとシングルスに出場さ
れます。
　２人は５月に開催された東海大
会でシングルスでは亜也奈さんが
ベスト４、杏奈さんがベスト８で
全国大会出場を決め、ダブルスで
は見事優勝されました。全国大会
でのご健闘をお祈りします。

▲田島亜也奈さん（右）杏奈さん（左）
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　児童館では子どもたちの健康増進と豊かな心をはぐ
くむために、いろいろな遊びを揃えています。皆さん
是非遊びに来てください。
【開館時間】午前８時３０分～午後５時
【休館日】毎週月曜日・年末年始
【利用できるかた】小学生・中学生・保護者同伴の乳幼児
【遊びの内容】卓球・バドミントン・おりがみ・ぬりえ

など
●小学生行事…８月は「タオル人形づくり」などを予定
●幼児親子行事…「ピヨピヨひろば（月２回程度）」・
「手づくりクラブ（月１回程度）」
◎自主的に活動をしているサークルもあります。
【問合先】　児童館�３８８・０８１１

【掲載内容】

日記編：七曜表や過去１０年間の天気模様など
統計編：市町村勢一覧など
名簿編：市町村庁舎所在地など
生活編：県民相談窓口、防災情報、県内の主な行事、
県内余暇施設一覧など
【規　格】１７�３㎝×９�１㎝（約１８０ページ）
【表紙の色】紺・エンジ・グレー・サックスブルー（淡

水色）　※申込時に指定してください。
【価　格】１冊４８０円（税込）【申込締切】８月２７日（金）
【申込方法】企画課、中央公民館、松枝公民館、総合会

館に置いてある申込書にて申し込み（電話
での申し込み可）

【手帳の受け渡し】１１月上旬予定（企画課にて代金と引
き換え）

【申込・問合先】企画課

　町では、家庭の教育力をステップアップし、元気な
家庭づくりを目的として家庭教育シリーズ講座を開催
しています。
　第２回目は、次のように行いますので、是非お出か
けください。なお、当日は、託児室を設けていますの
でご利用ください。
【月　日】８月２８日（土）
【時　間】午後２時～３時３０分
【場　所】福祉健康センター保健指導室
【講座内容】「子どもとコミュニケーションをとるには」
　　　　　～ほやほやのお父さん・お母さんへ～
　　　　　講師　 親 

おや

 業 インストラクター　矢野由子　氏
ぎょう

　子育て支援センターと児
童館では、お子さんとお母
さんのふれあいの場、また、
お母さん同士の交流の場と
して、「子育てサロン＆ピ
ヨピヨひろば」を合同で開
催します。
　お気軽にご参加ください。

【月　日】９月２日（木）
【時　間】午前１０時～１１時
【場　所】子育て支援センター（第一保育所内）
【対象者】３歳未満児とその保護者
【問合先】子育て支援センター�３８７・２６６４
　　　     児童館�３８８・０８１１

家庭教育シリーズ講座② 中央公民館

子育てサロン＆ピヨピヨひろばを開催
 子育て支援センター・児童館

〈お問い合わせは〉
役　　　場　�３８８-１１１１
南 事 務 所

　
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会

笠
松
町
文
化
協
会

第
八
回
か
さ
ま
つ
文
芸
祭　
　

開
催
の
ご
案
内

【
月
日
】
九
月
十
九
日
（
日
）

【
時
間
】
午
後
一
時
〜
四
時
三
十
分

【
場
所
】
中
央
公
民
館

作
品
募
集

【
募
集
作
品
】 

◆
一
般

　
　
　
　
　
　

短
歌
・
俳
句
・
川
柳

　
　
　
　
　
　

◆
小
・
中
学
生

　
　
　
　
　
　

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
詩

【
題
】
自
由

【
募
集
点
数
】
各
二
首
・
二
句
・
一
篇

【
資
格
】
笠
松
町
内
外
の
か
た

　
　
　
（
小
・
中
学
生
を
含
む
）

【
募
集
期
限
】

　

一　
　

般　

八
月
二
十
日
（
金
）

　
 
小
・
中
学
生　

九
月
一
日　

（
水
）

【
提
出
先
】
中
央
公
民
館

【
応
募
料
】
無
料

【
作
品
集
】「
街
道
」
一
冊
五
百
円　

送
料
別
二
百
円

【
問
合
先
】

　

笠
松
町
文
化
協
会（

中
央
公
民
館
内
）

児童館へ遊びにきてね 児童館

平成１７年版岐阜県民手帳受付中 企画課

�����������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　「児童扶養手当制度」とは、父母の離婚、父の死亡な
どによって母子家庭となったかたや父に重度の障害が
ある家庭のかたなどに手当が支給されるものです。
　ただし、手当は受給資格を有してから５年を経過す
ると、請求する権利が消滅します。
【問合先】福祉健康課

　肝炎をおこす原因はいろいろありますが、我が国で
は、そのほとんどが肝炎ウィルスの感染によるものと
されています。
　肝炎ウィルスは、感染しても症状が軽かったり、全
く症状が出ない場合もあり、本人が気付かないことが
多く、肝炎ウィルスが体の中に住みついてしまう
（キャリア化する）ことがあります。
　町では、肝炎ウィルスに感染しているか血液検査し、
治療することを目的に、平成１８年度まで基本健康診査
と併せて、Ｃ型肝炎ウィルス・Ｂ型肝炎ウィルスの検
査を実施します。
【対象者】

１　節目検診
　今年度、４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳になるかた
２　平成１４年度、１５年度に節目検診で受けられなかっ
たかた

３　医師の判断により必要とされるかた
　①過去に肝機能異常を指摘されたことのあるかた
　②広範な外科的処置を受けたことのあるかた、また

は妊娠分娩時に多量に出血したことがあり、定期
的に肝機能検査を受けていないかた

　③基本健康診査で、ＧＰＴ値により要指導とされた
かた

※ただし、現在Ｃ型およびＢ型肝炎で治療中のかた、
または、過去に肝炎ウィルス検診を受けたことのあ
るかたは、検診を受ける必要はありません。

【検査期間】８月１日（日）～９月３０日（木）
　該当されるかたは、町より配布された基本健康診査
票を医療機関へ持参し、検査を受けてください。
　また、一年に一度は健康診査を受けましょう。

　羽島郡内の児童生徒が、夏休みに自主的に研究活動
を行った各校の優秀な科学作品の展示会です。
【月　日】９月１１日（土）・１２日（日）
【時　間】午前９時～午後４時
【場　所】岐南町中央公民館
【問合先】羽島郡四町教育委員会�２４５・１１３３

運動場・テニスコート（９月分）
【月　日】８月２５日（水）
【時　間】午後７時３０分～
【場　所】中央公民館

児童扶養手当制度のお知らせ
 福祉健康課

基本健康診査と併せて
肝炎ウィルス検診ができます

福祉健康課

児童生徒科学作品展
 羽島郡四町教育委員会

　かさまつまちづくりイベント実行委員会主催の「笠松
川まつり」が、木曽川河畔笠松港公園一帯で盛大に開催
されます。
　響きわたる笠松清流太鼓の音、夏の木曽川を美しく彩
る色とりどりの花火と川面に揺れる万灯流し、気軽に利
用できるリバーサイドバーもオープンします。
　また、協賛イベントとして、Ｅボート体験会も行います。
　皆さんお誘い合わせのうえ、是非お出かけください。
【月　日】８月１５日（日）
　※天候または、川の状況により中止する場合があります。
【時　間】午後６時～
・花火…午後７時４５分～（メモリアル花火から打ち上げ）
・Ｅボート体験会…午後３時～６時（先着２００人）
　（身長１２０㎝以下のかたは乗船できません）
【場　所】木曽川河畔笠松港公園一帯
【問合先】かさまつまちづくりイベント実行委員会事務局

（企画課　内線２３４）
※まつりの翌日午前６時よりイベント会場の清掃が行わ
れます。皆さんのご協力をお願いします。

�
川
面
に
揺
れ
る
万
灯
と
花
火

笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川まままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
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　住民の皆さんに矯正行政の現状をご理解いただくこ
とを目的に「笠松矯正展」を開催します。
【日　時】９月４日（土）…午前１０時～午後４時
　���　　��９月５日（日）…午前９時～午後３時３０分
【場　所】笠松刑務所（中川町２３）
【内　容】・刑務作業製品の展示即売
　　　　・岐阜少年鑑別所職員による性格診断テスト
　　　　・笠松保育園児による鼓笛演奏（４日）
　　　　・笠松小学校児童および笠松中学校生徒の作

品展示
　　　　・岐阜工業高等学校製作のミニＳＬの運行
　　　　・ウルトラマンショー
　　　　・七宝焼き体験コーナー
　　　　・施設見学
【問合先】笠松刑務所企画部門（作業）�３８７・５１２１

　岐阜地域保健所では、「自分の健康は自分で守り、つ
くる」を実践するための健康づくり講座を開催します。

【場　所】健康科学センター　ハイビジョンシアター
　　　　（各務原市那加不動丘１－１）
【時　間】午後１時３０分～３時
【定　員】２００人
【参加料】無料
【参加方法】当日直接お出かけください。
【問合先】岐阜地域保健所　�０５８３・８０・３００４

　法律にかかわる相談に弁護士が応じます。ご利用く
ださい。
【月　日】８月１８日（水）
【時　間】午後１時～４時
【場　所】福祉健康センター
【相談員】佐藤千代松　弁護士
【費　用】無料
　　　　  ※時間の関係上、相談は７人までとし、定員

を超える場合は、抽選
【申込期限】８月１２日（木）
【申込先】町社会福祉協議会　�３８７・５３３２

　町シルバー人材センターでは、高齢者の生きがいづ
くりと技術習得を目的とした技術講習会を開催します。
是非ご参加ください。

【対象者】おおむね５５歳以上６５歳までで、働く意欲のあ
るかた（趣味・教養のための受講不可）

【定　員】各回１０人
【受講料】無料（昼食は各自で用意）
【申込期限】各講習とも講習日の一週間前
【申込・問合先】町シルバー人材センター　�３８７・５３３２

弁護士による法律相談
 町社会福祉協議会

〈お問い合わせは〉
役　　　場　�３８８-１１１１
南 事 務 所

　
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会

「いきいき健康公開講座」
参加者募集 岐阜地域保健所

技術講習会開催
 町シルバー人材センター

備考場所時間講習日番号講習内容

南事務所

午前９時３０分～

午後４時

８月１８日（水）①
網戸の
張替

南事務所８月２５日（水）②

松　枝
小学校

８月２６日（木）
　　２７日（金）

③
草刈機の
操作

福祉会館
９月８日（水）
　　９日（木）

④

剪定ばさ
みをお持
ちのかた
はご持参
ください

笠　松
保育園

９月１３日（月）
　　１４日（火）
　　１５日（水）

⑤
庭木の
剪定

笠松矯正展開催 笠松刑務所

講　　　師テ　ー　マ年　月　日

岐阜薬科大学生薬学講座
飯沼宗和　教授

身近な薬草２００４８月１９日（木）

岐阜地域保健所
竹腰知治　所長

検査値の見方について９月９日（木）

東海農政局岐阜農政事務所
消費生活課
加藤伸治　氏

食品の安全性について１０月２１日（木）

朝日大学村上記念病院
樫木良友　教授

今だからこそ
「乳がん」の話

１１月１１日（木）

林内科・耳鼻咽喉科
（各務原市医師会）
林　真理子　医師

アレルギー・
花粉症について

１２月９日（木）

保健環境研究所
伊藤哲朗　主任研究員

健康食品について
－保健機能食品の話２００４－

平成１７年       
１月１３日（木）
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　トンボ天国は、河川環境楽
園西駐車場に位置し、面積３
万�と県下一の面積を誇るビ
オトープ現場です。ここには
５つの池があり、中でも最大
の広さのトンボ池にはトンボ
などの生物はもちろん昔の河
川土木工法の遺物「大聖牛、木工沈床、蛇籠」などが
残っており、印象的景観となっています。
　トンボ池を守る会では、こうした風景がイメージで
きる「ロゴ・マーク、イラスト」を皆さんから募集しま
す。
【応募サイズ】官製はがきサイズ（はがきに直接書いて

も可）
【応募条件】自作、未発表作品に限る
　　　　�����※入賞作品の版権は主催者へ帰属
　　　　�����※応募作品は返却不可
【応募点数】制限なし
【応募締切】９月１０日（金）
【応募方法】中央公民館に設置の応募箱へ投函または事

務局へ郵送
【応募・問合先】下本町２６　トンボ池を守る会会長
　　　　　　�����可児幸彦　宅
　　　　　　����ＦＡＸ　３８７・７１６１
　　　　　　����Ｅメールアドレス　����������	
����
�	
��

　住民の皆さんが住み慣れた地域で安全でかつ安心し
て生活することを支援するために研修会を開催します。
【月　日】８月２２日（日）
【時　間】午後１時３０分～３時
【場　所】中央公民館大ホール
【内　容】よくわかる介護保険
【受講料】無料
【問合先】岐阜南ふるさと福祉村　�３８８・０１１１

　いじめ・体罰・虐待等打ち明けることのできない悩
みを抱えているかた、どなたでも相談に応じます。
　電話相談も応じますのでお気軽にご利用ください。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。
【月　日】８月２６日（木）
【時　間】午前１０時～午後５時
【場　所】岐阜地方法務局（岐阜市金竜町５丁目１３番地）
【電話相談】岐阜地方法務局人権擁護課
　　　　������２４５・３１８１（内線７０３）
　　　　�����子どもの人権１１０番　�２４０・５５１０

　笠松町青少年育成町民会議では、「笠松の子どもた
ちを守る研修会」を次のように開催します。是非お出
かけください。
【月　日】８月４日（水）
【時　間】午後７時３０分～９時３０分
【場　所】中央公民館　集会室
【テーマ】「現代の青少年をとりまく状況と家庭のあり

方」～少年を非行から守るために～　�
　　　　　講師　笠松刑務所所長　福地美恵子　氏

　（社）岐阜青年会議所では、世界的音楽家喜多郎氏を
招いて（社）日本青年会議所会頭米谷啓和氏とのトーク
ディスカッションを開催します。是非お出かけくださ
い。
【月　日】８月２８日（土）
【時　間】開場：午後０時３０分
　　　�����開演：午後１時～２時１５分
【場　所】岐阜メモリアルセンター　で愛ドーム
【テーマ】大切な人に伝えたい喜多郎からのメッセージ
　������　��自然と共に…スローソサエティの世界へ
【問合先】岐阜市神田町２－２（岐阜商工会議所ビル内）
　　　���（社）岐阜青年会議所　�２６４・８０９０
ホームページアドレス　������������	
��������
Ｅメールアドレス　����������	
��
��

笠松トンボ天国 ロゴ・マーク、イラスト募集
 トンボ池を守る会

第１回岐阜南ふるさと福祉村研修会
 岐阜南ふるさと福祉村

「県下一斉子どもの人権相談所」開設
 岐阜地方法務局

笠松の子どもたちを守る研修会
 笠松町青少年育成町民会議

音楽家 喜多郎氏とのトークディスカッション
開催 （社）岐阜青年会議所

8 月 1日は「水の日」

8月 1日～ 7日は「水の週間」
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このコーナーでは、日ごろ町

民の皆さんから役場へ寄せら

れる質問・意見などを回答と

ともに紹介します。

〈お問い合わせは〉
役　　　場　�３８８-１１１１
南 事 務 所

　
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会

笠松競馬の夏祭り
日時　８月８日（日）午後３時～
場所　笠松競馬場内
主催　笠松競馬場厩務員会青年部

口座振替領収証書の発行を廃止
確認は預金通帳で！！

８月は「電気使用安全月間」

８ 月１０日 は 道 の 日
～８月は道路を守る月間～

道路は、私たちの毎日の生活に欠かすことのできない大切なものです。
道路や側溝の上に物を置いたり不法駐車などをしないよう、ルールを守って大切に使いましょう。
町では、道路を安全に使うことができるよう不良箇所の早急対応に努めていますが、道路を利用される皆
さんも路面の穴や標識の破損など、お気付きの点がありましたら役場建設課（内線３６０）へご連絡くださ
い。

http://www.kasamatsu-keiba.com/
◆お盆特別（ＳＰⅠ）シリーズ
１５日（日）中日新聞杯第３３回くろゆり賞（ＳＰⅠ）
１６日（月）飛騨河合特別
１７日（火）
１８日（水）岐阜ヤクルトカップ
１９日（木）第２１回笠松オールカマー（ＳＰⅢ）

◆高原（ＳＰⅡ）シリーズ
３０日（月）
３１日（火）鈴蘭特別（指定交流）

　現在、町税などを口座振替によって納付されたかたに、
口座振替領収証書を発行していますが、預金通帳の記帳に
より振替されたことが確認できますので、経費削減の一環
として次の表のとおり発行を廃止します。
　これからの振替の確認は、預金通帳でお願いします。
　なお、事情により今までどおり口座振替領収証書の必要
なかたには発行しますので、ご連絡ください。
連絡先　税務課（内線１１６～１１７）　住民課（内線１２４～１２７）
　　　　福祉健康課（内線２６０～２６２）

担　当　課口座振替領収証書
を廃止する時期科　　　目

税務課　納税管理係

３期（１１月１日納期）から町県民税（普通徴収）

３期（９月３０日納期）から固 定 資 産 税

平成１７年度から
（車検用領収証書は発行します）軽 自 動 車 税

住民課　保険年金係６期（９月３０日納期）から国民健康保険税

福祉健康課　介護保険係６期（９月３０日納期）から介 護 保 険 料

福祉健康課　児童係９月分から保 育 料

パ
ソ
コ
ン
を
処
分
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
、

１５

１０

資
源
有
効
利
用
促
進
法
に
も

と
づ
き
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
使
用
済

み
パ
ソ
コ
ン
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
を
再

資
源
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
廃
棄
物
の

削
減
と
資
源
の
有
効
利
用
の
促
進
を
目

指
す
も
の
で
す
。

　

な
お
、
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
は
、
各
メ
ー
カ
ー
指
定
の
方
法
に
よ

り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
町
で
は
収
集

し
ま
せ
ん
。

　

回
収
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
各
メ
ー

カ
ー
へ
直
接
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
環
境
経
済
課
（
内
線
２
５
３
）】

電気のご相談は
財団法人中部電気保安協会
岐阜南事務所　�３８８・１２７２

電気設備　安全点検をして、
電気は正しく安全に使いましょう。
こんなことはしていませんか？　
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8月の相談・ごみ・保健

場　　所受付時間日（曜日）内　　容

福祉健康センター

１３：２０～１４：１０２４日（火）乳児健康診査

１３：１０～１３：５０２６日（木）１歳６か月児健康診査

１３：１０～１３：５０１９日（木）３歳児健康診査

９：３０～１１：００

１９日（木）

２４日（火）

２６日（木）

２７日（金）

フッ化物塗布

１３：２０～１４：００２５日（水）お誕生教室

９：２０～９：３０５日（木）にこにこ教室

９：３０～９：４０６日（金）親子歯みがき教室

９：５０～１０：００４日（水）プレパマクラブ

下羽栗会館１３：３０～１４：３０６日（金）

育児・　　　　
マタニティ相談

第一保育所１０：００～１１：３０
１１日（水）

２５日（水）

福祉健康センター１３：００～１４：３０２７日（金）

福祉健康センター

１３：３０～１５：３０

３日（火）

１２日（木）
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

総合会館
１７日（火）

２６日（木）

福祉会館
１３：３０～１４：３０

５日（木）

健康相談
下羽栗会館６日（金）

福祉健康センター１３：００～１４：３０２７日（金）

福祉会館１３：３０～１４：３０３０日（月）

了運寺９：００～１０：００

３１日（火）結核住民検診
児神社１０：３０～１１：３０

穴太部神社１３：００～１４：００

笠松小学校１４：３０～１５：３０

保　健（健診・予防接種・相談・教室など）

今月の納税・納付

町　県　民　税　　　　２　期　分
国民健康保険税　　　　５　期　分
介 護 保 険 料　　　　５　期　分

納期限　８月３１日（火）まで

場　　所受付時間日（曜日）内　　容

福祉会館１３：００～１５：００

４日（水）
１１日（水）
１８日（水）
２５日（水）

心配ごと相談

福祉会館１３：００～１５：００
４日（水）
１８日（水）

悩みごと相談

在宅相談　行政相談委員
　岩田　修　宮川町５７　� ３８７・３７１８

行　政　相　談

在宅相談　人権擁護委員
　齋藤好子　中川町２０　� ３８７・０８１２
　保母勝壽　弥生町３０　� ３８７・２７８２
　後藤　稔　北及１１８３　� ３８８・１４９５
　杉原貴子　中野２５６     � ３８８・１４９６

人　権　相　談

在宅相談　身体障害者相談員
　南谷隆行　上本町２６　� ３８７・２２４７
　早水春生　西宮町１３１  � ３８８・００２９
　河尻和男　北及１９０２　� ３８７・５７８８
　堀場靖隆　円城寺９２９  � ３８８・３７９１

身体障害者相談

相　談

ごごみみ川川柳柳
人として　心で聞こう　ごみの声

　岐阜県第６回「ごみ対策」川柳コンテスト優秀賞作品

▲

今月のテーマ
　家族みんなが、地域の行事などに参加し、

ふれあいの輪を広げましょう。

8 月15 日　家庭の日

収　　集　　日収　集　内　容

■笠松地域
　毎週月・木曜日
■松枝・下羽栗地域
　毎週火・金曜日

家庭用燃えるごみ

１１日（水）、２５日（水）古紙類等

１１日（水）、２５日（水）紙製容器包装

各収集地区　毎週１回
※祝日は収集しません

プラスチック製容器包装

資源とごみのカレンダーで
確認してください

カン・ビン・ペットボトル

燃える大型ごみ

ご　み
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学
校
給
食
で
は
、
ピ
ザ
ト
ー
ス

ト
や
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
な
ど
作

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
２
種
類
の
ト
ー
ス
ト

を
紹
介
し
ま
す
。
だ
れ
に
で
も
簡

単
に
で
き
る
の
で
、
休
日
の
朝
食

メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

ト
ー
ス
ト
に
ゆ
で
卵
と
お
好
み

の
サ
ラ
ダ
を
添
え
て
バ
ラ
ン
ス
よ

く
。

　

食
パ
ン
は
、
６
枚
切
り
で
す
。

１
・
ハ
ム
と
ア
ス
パ
ラ
の
ト
ー
ス
ト

（
材
料
） 

４
人
分

・
ハ
ム
（
薄
切
り
） 

８
枚

・
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ 

３
本

・
ピ
ザ
用
チ
ー
ズ 

１
０
０
ｇ

・
食
パ
ン 

４
枚

・
バ
タ
ー 

適
量

・
塩 

少
々

（
作
り
方
）

①
ハ
ム
は
細
切
り
に
し
、
ア
ス
パ

ラ
は
、
塩
少
々
を
加
え
た
熱
湯

　無数の島々と海からなるアース
シー。ここを舞台に描かれた『ゲド
戦記』シリーズ最新刊。並外れた魔
法の力をもつ主人公ゲドの波乱万丈
の生涯を軸にアースシー世界の光と
闇を描いた壮大な物語。

児童

中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室には、毎週新しい本が入ってきます。新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。

　

私
た
ち
の
仲
間
は
、
朗
読
講
座
か

ら
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
と
移
り
ま
し
た
。

「
’　
」
と
あ
る
の
は
、
サ
ー
ク
ル
と

９９
し
て
発
足
し
た
年
で
す
。

　

月
３
回
を
目
安
に
し
て
、
火
曜
日

の
夜
活
動
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
そ

れ
ぞ
れ
個
性
豊
か
な
人
の
集
ま
り
で
、

カ
タ
リ 
口 
に
も
癖
が
表
れ
て
、
美
し

く
ち

い
カ
タ
リ
を
す
る
の
に
四
苦
八
苦
し

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
時
に
は

脱
線
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
何

故
か
そ
の
日
を
忘
れ
ず
出
か
け
て
行

く
私
た
ち
で
す
。

　

是
非
仲
間
に
加
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
活
動
日
】
火
曜
日
（
毎
月
３
回
）

　
　
　
　
 
午
後
７
時　

分
〜
９
時

３０

　

分
３０

【
場　

所
】
中
央
公
民
館

【
連
絡
先
】
田
代　

森　

林
子
宅

　
　
　
　

�
３
８
７
・
４
７
９
８

２種類のトースト

　　美しいカタリを…　朗読サークル
　ＫＡＴＡＲＩ－９９’

で
茹
で
斜
め
薄
切
り
に
す
る
。

②
パ
ン
の
片
面
に
バ
タ
ー
を
薄
く

ぬ
り
、
①
を
等
分
に
の
せ
て

チ
ー
ズ
を
散
ら
し
、
オ
ー
ブ
ン

ト
ー
ス
タ
ー
に
入
れ
て
４
〜
５

分
間
焼
く
。

―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―
・
―

２
・
ツ
ナ
と
貝
割
れ
菜
の
ト
ー
ス
ト

（
材
料
） 

４
人
分

・
ツ
ナ
（
オ
イ
ル
漬
け
） 

１
缶

・
貝
割
れ
菜 

１
パ
ッ
ク

・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ 

大
さ
じ
４

・
食
パ
ン 

４
枚

・
バ
タ
ー 

適
量

・
塩
・
胡
椒 

少
々

（
作
り
方
）

①
ツ
ナ
は
缶
汁
を
き
り
、
あ
ら
め

に
ほ
ぐ
す
。
貝
割
れ
菜
は
根
を

切
り
、
長
さ
を
半
分
に
切
る
。

②
ツ
ナ
と
貝
割
れ
菜
を
合
わ
せ
て
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
塩
、
胡
椒
少
々

で
あ
え
る
。

③
パ
ン
の
片
面
に
薄
く
バ
タ
ー
を

ぬ
り
、
②
を
等
分
に
の
せ
る
。

オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
に
入
れ
、

パ
ン
の
周
り
が
こ
ん
が
り
す
る

ま
で
４
〜
５
分
焼
く
。

ゲド戦記外伝

　ママがもうすぐ仕事から帰ってく
る！お店を出て、駅について、電車に
乗って。そのころ家ではパパが大忙し。
　一日の終わり、みんなが笑顔で食卓
にそろうまでを描いた新しい家族の絵
本。

ママがおうちに
かえってくる

　三村家には、様々な男たちが出入り
していた。男たちは少年たちに深い印
象を残して去って行く。やがて少年た
ちは、彼らとは違う男に成長していく。
芥川賞作家が長崎の大家族を舞台に描
く渾身の力作。

一般

著
者　

吉
田　

修
一

発
行　

新
潮
社

長崎乱楽坂

絵本

著
者　

ト
メ
ク
・
ボ
ガ
ツ
キ

発
行　

講
談
社

著
者　

ル
＝
グ
ウ
ィ
ン

発
行　

岩
波
書
店
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「
先
生
、
コ
ッ
コ
が
卵
を
産
む
瞬

間
を
見
た
よ
。」、「
産
み
た
て
の

卵
っ
て
温
か
い
ん
だ
ね
。
触
っ
た
ら

ほ
か
ほ
か
し
た
よ
。」「
う
ん
、
そ
れ

に
少
し
ぬ
る
っ
と
し
て
た
よ
。
鳥
の

羽
も
付
い
て
た
。」

　

当
番
の
仕
事
を
終
え
て
飼
育
小
屋

か
ら
帰
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
が
、

興
奮
気
味
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
四
年
生
が
飼
育
の
活
動
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で

引
き
継
ぎ
だ
け
は
し
た
も
の
の
、
実

際
の
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

六
月
に
な
っ
て
や
っ
と
飼
育
当
番
の

活
動
が
始
ま
っ
て
間
も
な
く
の
出
来

事
で
し
た
。

　
「
ぼ
く
が
卵
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
、

目
玉
焼
き
に
し
た
よ
。
黄
身
は
ぷ
り

ぷ
り
で
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
。

コ
ッ
コ
に
感
謝
し
な
が
ら
、
食
べ
た

よ
。」

　

下
羽
栗
小
学
校
に
は
、
鶏
が
一
羽

と
ウ
サ
ギ
が
三
羽
い
ま
す
。
代
々
四

年
生
が
命
を
預
か
り
、
名
前
を
付
け

て
大
切
に
育
て
て
き
ま
し
た
。
ウ
サ

ギ
の
餌
に
す
る
青
菜
を
家
か
ら
持
っ

て
き
た
り
、
飼
育
小
屋
の
掃
除
や
水

換
え
な
ど
一
生
懸
命
世
話
を
し
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
聞
く
と
、
飼
育
小

屋
の
扉
を
開
け
る
と
ウ
サ
ギ
が
鼻
を

ひ
く
ひ
く
さ
せ
な
が
ら
寄
っ
て
来
て

く
れ
る
時
が
一
番
う
れ
し
い
そ
う
で

す
。
こ
の
と
こ
ろ
の
気
掛
か
り
は
、

鶏
の
コ
ッ
コ
が
ち
ょ
っ
と
元
気
が
な

い
こ
と
で
す
。

　

飼
育
活
動
を
通
し
て
、
命
の
不
思

議
さ
や
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
生
き
物

ば
か
り
で
な
く
、
仲
間
に
優
し
く
接

し
た
り
、
命
を
大
切
に
し
た
り
で
き

る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　
　

下
羽
栗
小
学
校教

諭　

山
田
敬
子

教育電話相談 ～悩んだら気軽に電話してください～　羽島郡四町教育委員会　　�２４５・１１３３

命
を
は
ぐ
く
む
飼
育
活
動

　
「
３
分
の
２
」、「
３
分
の
１
」。

　

何
の
数
字
と
思
い
ま
す
か
。

こ
れ
は
、
平
成
９
年
の
国
民
栄

養
調
査
の
結
果
の
一
部
で
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

＊「
朝
食
欠
食
者
」　
　

歳
代
男

２０

子
の
朝
食
欠
食
は
、　

・
４

２０

％
。
そ
の
う
ち
、
３
分
の
２

は
、
高
校
卒
業
こ
ろ
ま
で
に

習
慣
化
し
て
い
る
。

＊
「
孤
食
」（
子
ど
も
だ
け
で

食
事
を
と
る
）　

昭
和　

年
５７

は　

％
だ
っ
た
が
、
平
成
５

２２
年
に
は　

％
に
増
加
（
約
３

３２

分
の
１
）

　

更
に
、
平
均
体
重
よ
り　

％
１２０

以
上
の
肥
満
傾
向
の
子
ど
も
は
、

昭
和　

年
は
６
・
７
％
だ
っ
た

５２

が
平
成　

年
に
は　

・
７
％
の

１４

１１

増
加
。

　

こ
の
結
果
は
、「
家
族
揃
っ

て
食
事
を
取
る
こ
と
が
少
な
い
。

朝
食
を
食
べ
な
い
こ
と
が
習
慣

化
し
て
大
人
に
な
っ
て
い
く
。

肥
満
の
傾
向
が
進
む
」
と
い
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
生
活
が
見
え

て
き
ま
す
。
ま
た
、
外
食
や
調

理
済
み
食
品
を
取
る
こ
と
が
増

え
る
と
共
に
、
痩
身
願
望
や
体

力
低
下
が
進
ん
で
い
る
と
言
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
い
く
と　

・
３０

　

年
後
に
は
、
健
康
を
害
し
た

４０大
人
や
高
齢
者
が
社
会
に
あ
触

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

食
事
は
、
す
べ
て
の
健
康
の

も
と
で
す
。
ま
た
、
一
緒
に
食

事
を
す
る
こ
と
は
、
家
族
の
触

れ
合
い
と
な
り
心
の
栄
養
に
も

な
り
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
授
業
で
食
に
関

す
る
基
礎
知
識
を
教
え
た
り
、

自
己
管
理
の
力
を
育
て
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

６
月
に
郡
内
の
あ
る
中
学
校

で
給
食
試
食
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
出
席
さ
れ
た
保
護
者
の
か

た
か
ら
「
給
食
ら
し
い
メ

ニ
ュ
ー
だ
っ
た
。
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
な
ど
を
参
考
に
し
た
い
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
未
来
を
支
え
る
の

は
、
今
の
私
た
ち
大
人
で
す
。

今
晩
は
、
具
の
い
っ
ぱ
い
入
っ

た
お
い
し
い
味
噌
汁
を
作
り
ま

せ
ん
か
。
そ
し
て
、
家
族
で
会

話
が
弾
む
と
良
い
で
す
。

教育委員会
だより

「
３
分
の
２
、
３
分
の
１
」

〜
食
育
の
勧
め
〜
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羽島郡広域連合
� 388・1195

風
水
害
へ
の
備
え
は

万
全
で
す
か

年金を受けている皆さんへ
［問合先］
　岐阜南社会保険事務所
　� 273・6161

　年金を将来にわたって正しく受けていただくためには、届出を

していただかなければならないことがあります。また、届出を忘

れると、年金の受け取りが遅れたり、年金を受け取りすぎて返し

ていただく場合もありますので、家族のかたも注意してください。

誕生月を迎えたとき（年金受給権者現況届）

　年金を受けているかたが毎年１回、誕生月に必ず提出しなければならないのが「現況届」です。この届が提出さ

れませんと、年金の支払いが一時止まりますので、ご注意ください。

住所や年金の受け取り先を変えるとき（年金受給権者住所・支払機関変更届）

　住所や年金の支払いを受ける金融機関や郵便局を変更したときは「年金受給権者住所・支払機関変更届」をお近

くの社会保険事務所に提出してください。なお、支払機関を変更する場合にはその金融機関の証明が必要です。

年金証書をなくしたとき（年金証書再交付申請書）

　年金証書は年金を受ける権利のあることを証明するものです。汚したりなくしたときは「年金証書再交付申請

書」をお近くの社会保険事務所に提出して年金証書の再交付を受けてください。

２つ以上の年金を受ける資格ができたとき（年金受給選択申出書）

　年金を受けているかたが他の年金を受ける権利を得た場合は、原則として、どちらか一方の年金を選択すること

になりますので、「年金受給選択申出書」をお近くの社会保険事務所に提出してください。

※　年金の種類によっては例外として、２つ以上の年金を受けることができる場合もあります。

　

今
年
も
ま
た
台
風
や
集
中
豪
雨

の
季
節
が
近
付
い
て
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、
風
水

害
へ
の
備
え
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
機
会
に
、
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
今
一
度
家
族
で
話
し
合

い
、
次
の
こ
と
な
ど
に
注
意
し
て

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

１　

安
全
な
避
難
場
所
、
避
難
方

法
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
な
ど

を
話
し
合
っ
て
決
め
て
お
く
。

２　

台
風
接
近
時
は
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報
に
注

意
す
る
。

３　

非
常
持
ち
出
し
袋
を
用
意
し
、

貴
重
品
、
救
急
医
薬
品
、
最
低

三
日
分
の
食
料
品
、
飲
料
水
、

懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど

を
入
れ
て
お
く
。

４　

家
の
周
り
の
危
険
箇
所
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
早
め
に
修
理
し

て
お
く
。

　

風
水
害
な
ど
の
災
害
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
、

こ
の
よ
う
に
普
段
か
ら
の
備
え
が

大
切
で
す
。
既
に
準
備
し
て
あ
る

ご
家
庭
も
、
も
う
一
度
再
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
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●１２

　武儀川の美山大橋下流５００ｍほどのところにある行徳岩
には、織田信長を討ちながら数日のうちに羽柴秀吉に敗
れたため「三日天下」の語源となった戦国時代の武将、明
智光秀の出生にかかわる伝説が残されています。この地
の豪族の娘であった光秀の母が子どもを宿したときこの
岩に立って、「男だったらたとえ三日でもよいから天下を
とるような子を授け給え」と祈ったといわれています。
［アクセス］岐阜バス岐北線または板取線
　　　　　�「美山南郵便局前」下車徒歩５分
［問合先］総合企画課（�０５８１・２２・６８２４）

　

日
本
で
、
初
め
て
時
計
を
製
作
し

た
の
は
、
尾
張
藩 
鍛  
冶 
か 

じ 
頭 
の
津
田
助

が
し
ら

左
衛
門
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
 
櫓 
時
計
は
、
和
時
計
（
国
産
時
計
）

や
ぐ
ら

の
最
も
古
く
か
ら
あ
る
種
類
の
一
つ

で
、 
櫓 
台
の
上
に
時
計
が
の
っ
て
い

や
ぐ
ら

る
も
の
で
、
大
名
・
豪
商
や
寺
院
な

ど
、
一
部
の
人
た
ち
の
持
ち
物
で
し

た
。

　

江
戸
時
代
、
時
刻
の
表
示
方
法
は

不
定
時
法
と
い
っ
て
日
の
出
か
ら
日

没
ま
で
を
六
等
分
、
日
没
か
ら
日
の

出
ま
で
を
六
等
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

別
に
時
を
刻
む
方
法
を
と
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
昼
・
夜
の
長
さ
は
、

季
節
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
調
整

機
能
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ

れ
は
幕
末
ま
で
続
き
、
す
べ
て
の
生

活
習
慣
が
そ
の
季
節
の
刻
に
よ
っ
て

決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
『
江
戸
の
刻
限
』
の
図
の
よ
う
に
、

夜
中
の
中
心
の
時
間
を
基
準
に
し
て
、

そ
の
対
極
を
正
午
と
し
ま
し
た
。
中

心
が
十
二
支
で
い
う
と 
子 
の
刻
で
九

ね

つ
。
こ
れ
か
ら
約
二
時
間
ご
と
に
丑

（
八
つ
）、
寅
（
七
つ
）、
卯
（
明
け
六

つ
）
と
い
う
よ
う
に
表
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

時
間
を
示
す
針
は
、
固
定
式
で
文

字
盤
が
回
転
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、 
天  
符 
（
時
間
調
節
用
の 
錘 
を
つ

て
ん 
ぷ 

お
も
り

け
た
天
秤
）
の 
錘 
を
上
げ
下
げ
し
て

お
も
り

動
力
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
江
戸
城
に
は
、
毎
日
刻

限
を
調
節
す
る
専
門
の
時
計
坊
主
と

い
う
人
が
い
て
、
時
間
に
な
る
と
太

鼓
を
打
ち
、
そ
れ
を
聞
い
て
町
中
の

時
の
鐘
が
刻
限
を
知
ら
せ
て
い
ま
し

た
。

　

現
在
は
、
明
治
六
年
に
採
用
さ
れ

た
年
間
を
通
し
て
、
一
時
間
の
長
さ

が
同
じ
定
時
法
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

資
料
館
で
は
、
江
戸
時
代
に
使
わ

れ
て
い
た 
櫓 
時
計
を
紹
介
展
示
し
て

や
ぐ
ら

い
ま
す
。

 
櫓 
時
計

や
ぐ
ら

� 388-0161　� 388-0185〒 501-6052　笠松町下本町 87笠松町歴史民俗資料館

子 

九つ 

夜 

12

6

2

10

10

2 1

11

11

1

8
7 5

5 7
4

4

8

6

12

昼 

七
つ 

五
つ 

五
つ 

暮
れ
六
つ 

明
け
六
つ 

七
つ 

八つ 四つ 

八つ 四つ 
九つ 

丑 

寅 

卯 酉 

辰 

巳 
午 

未 

申 

戌 

亥 

3

93

9 3

93

9

山県市　行徳岩（ぎょうとくいわ）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私のののののののののののののののののののののコココココココココココココココココココココレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレクククククククククククククククククククククシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
【対象者】

町内に在住・在勤のかたおよび笠松町にゆか
りのある個人または団体（法人）
【展示内容】

個人・団体（法人）等が収集・所蔵する資料
で資料館での展示に適するもの
※展示に係る費用負担はありません

江
戸
の
刻
限
の
図
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広
報
ク
イ
ズ

　

次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の
か
た
に

図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問　

笠
松
川
ま
つ
り
の
開
催
日
は
８
月

何
日
？

応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
問
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
８
月
末
日
ま
で
に
秘

書
広
報
課
広
報
ク
イ
ズ
係
ま
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　

当
選
者
は
広
報
か
さ
ま
つ　

月
号
で

１０

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

６
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

　

６
月
６
日

当
選
者　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

奥
村
明
広
、
西
村　

正
、
服
部
清
一

  
表　

紙

　

七
月
十
二
日
、
県
教
育
委
員
会
主
管

の
能
力
開
花
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て

笠
松
小
学
校
で
音
楽
文
化
国
際
交
流
演

奏
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
か

ら
二
人
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
を
招
い
て

の
演
奏
会
で
、
子
ど
も
た
ち
は
生
の
伴

奏
に
よ
り
、
校
歌
な
ど
を
歌
い
ま
し
た
。

 足  立 　 夕 季   くん（長池）

あ だち ゆ き
お な ま え は お な ま え は

 神  田 　 瑠 奈   ちゃん（無動寺）

かん だ る な

足立正博・智子さんの子 神田　朗・直美さんの子

まちの人口
平成１６年７月１日現在　前月比 

人　口　２２,１４２人（増　３２）
　男　　１０,６７６人   （増　２０）
　女　　１１,４６６人   （増　１２）

世帯数　　　　　　　　　
　 　７,５０４世帯 　　（増　６）
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平成１５年
８月１６日生しし座
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平成１５年
８月１８日生しし座


